平成１４年度「応用機械設計製図Ｉ」

デザイン課題：遠投浮き製作用工具の開発
課題説明

遠投仕掛けは下図に示すみち糸，浮き止め，浮き，天秤，篭，ハリスと針からなる．仕掛け着水後浮きの浮力で篭と針は水面下適当な深さに到達する．

遠投釣りの長所として安全な足場とポイントの確保が容易で，釣果が深瀬釣りより安定していることが挙げられる．

名の通り遠投釣りは仕掛けを遠くまで飛ばして釣ることであり，仕掛けをより遠く飛ばすことが望ましい．

仕掛けの飛行性能は主として篭と浮きの形状によって決まる．空気の抵抗を減らし，飛行安定性を図るため，浮きの断面は円形，側面は流線形，浮きの表面を滑らかにすべきであろう．最大直径と長さとの比については，細長くした方が空気抵抗が低いが，細長い浮きは横風に弱く飛行の時不安定な回転が生じてしまう．安定性を図る（飛行時の回転を防ぐ）ため浮きを短くすると断面積の増大で抵抗が大きくなってしまう．さて，どうすれば形の良い，ツルツルの浮きを作れるのか，トライ・アンド・トライ．

遠投浮きの仕様と製作条件

・浮力要求：10号（約41g）おもりで浮き，15号（約58g）おもりで沈む．

・中心穴：みち糸のガイドを挿入するため，浮きの中心に直径3mmの鉄棒を通す．

・材料：発砲スチロール

・表面仕上げ：サンドペーパー

・加工手法：カッターナイフ，ニクロム線などを用いた手加工

・浮きの形状：自由設計（流体力学，感，センス，加工工程等が問われる）

・製作時間：20分以内

設計・試作の内容

上記の円筒浮きを手作りで製作するため，浮きの形状を設計し，加工工程，加工手法を考え，加工に必要な工具を設計・製図・製作して浮きの製作を行う．

必要と思われる加工項目（順番は各自で決める）

材料準備，中心穴開け，外径削り，外径仕上げ，(糸を通すための)芯入り，塗装

実施方法（チームの構成）

チームは１人から最多４人で構成できる．メンバーは学生同士の相談で決めてもよいが，途中の変更は不可．

チーム毎にチームリーダーを選出して，メンバーの名簿を提出してください．

多人数チームは，浮き加工工具の製作は一つで良いが，完成した浮きおよびその他の報告書や図面は各自で提出すること．

提出要件

　　①「設計説明書」（設計仕様，製品の形状，加工方法，加工工程など記入）

　　②浮き加工用工具の図面，加工工程，完成品

　　③完成した浮き

実施計画

　内容説明・チーム結成１回，設計・製図２〜３回，工具の製造２〜３回，評価１回．（計７〜８回）

成績評価

①取込姿勢：出席状況，取込積極性

②設計説明書，図面，浮きの製作工具の合理性．

③浮き製作用工具の独創性，加工・使用便利性（コストなども含む）

④浮きの性能：風洞実験による浮きの飛行安定性，抵抗など．
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応用機械設計製図Ⅰ受講者

　　本講義の後半の内容説明のため，６月１０日の講義時間にＢ１０６教室に集合してください．
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